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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 賀楠氏の学位申請論文はドイツ人宣教師ロブシャイドの生涯と彼の代表的著作である英
華字典の成立とその影響について論じたものであり、次のような構成となっている。 
 序言 
 第一章 罗存德的生平事迹（ロブシャイドの生涯） 
  第一节 前人先行研究 
    第二节 罗存德的前半生 
    第三节 罗存德的后半生 
    第四节 罗存德的著作 
    小结 
 第二章 涉及众多领域的罗存德（他領域に関わるロブシャイド） 
    第一节 罗存德与各国 
    第二节 罗存德与 19 世纪香港教育 
    第三节 罗存德与戴德生 
    第四节 罗存德的中国观 
    第五节 罗存德手稿及信件的解读 
 第三章 承上启下的《英华字典》（『英華字典』の成立と後世への影響） 
    第一节 《英华字典》的内容 
    第二节 《英华字典》的出版 
    第三节 《英华字典》的特点 
 第四章 《英华字典》中的法律词汇研究（『英華字典』における法律用語） 
    第一节 研究方法和材料范围 
    第二节 《英华字典》收录法律词汇数目表 
    第三节 与现今法律词汇意思相近的法律词汇 
 結論 
 序言では、本テーマを取り上げる理由と先行研究について詳しく論述し、これまでの研
究に於いて不足している点を指摘し、本論文で解明しようとする対象とその内容を概観し
ている。 
 第一章は、ロブシャイドの生涯に関しての論考である。先ず、彼の生い立ちとその後の
生涯について、前半生と後半生に分け、筆者によって新らしく発掘された資料に基づき、
彼の家族構成や彼の言語（中国語）の習得過程、中国での布教活動等を明らかにした。更
に、ロブシャイドの著作を全て取り上げ、その内容について詳しく論述している。 
 第二章は主にロブシャイドを巡る他の国家と人物との「交渉」について論述している。
すなわち、他領域との「交渉」によるロブシャイドの学問体系の構築を明らかにしようと
したものである。内容は、ロブシャイドとイギリス、日本との関係、太平天国におけるロ
ブシャイドの状況、19 世紀香港での教育活動、内地会の James Taylor との交流等を詳し
く論じた後、ロブシャイドのキリスト教伝道と中国観についても触れている。また、筆者
が発掘したロブシャイドの書信等の解読を通して他の人物との関わりについても展開して
いる。 
 第三章は『英華字典』に関しての記述であり、先ず、その字典の成立の背景、構成につ
いて考察を加えているが、特に、ロブシャイドの字典が何を「藍本」としたかの問題につ
いても具体的な語彙の継承関係を示しながら詳しく論述している。また、この章の小結と
して、具体的な字典の内容及びその特徴を先行するモリソンやメドハースト等の字典との
対比の中で簡潔にまとめた上で、後世への影響についても論じている。  
 第四章は三章の語彙的分析を更に進めるために英華字典に収録された法律用語に関して
その語彙の創出と影響および現代法律用語との異同について論述した。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 申請者の本論文で最も評価できるのは、第一章で筆者がロブシャイドの故郷の図書館に
赴いて収集した新しい資料に基づき、これまでほとんど研究がなされてこなかったロブシ
ャイドの生涯が明らかにされたことである。その生卒、家族構成、来華時期、結婚、子孫、
来華宣教活動、著述等々の解明はロブシャイド研究に対する大きな貢献であり、今後の研
究に大いに裨益するはずである。願わくば、これらの成果を元にして、これまで誰もなし
得なかった「ロブシャイド評伝」を世に問うて欲しいものである。 
 第二章もこれまた新発見の資料に拠って、ロブシャイドと他の宣教師との交流や他の国
家との関係が明らかにされたが、まさに「文化交渉学」のめざす他領域との越境の中でロ
ブシャイドが生きていたことが本論文で証明されている。 
 第三章と第四章は『英華字典』そのものに対する考察であり、その出版状況、字典成立
の背景、その後の字典に与えた影響等を具体的な語彙の事例を挙げながら論述しており、
極めて説得力のある内容となっている。 
 ただ、本論文は第一章と第二章の新資料に基づく実証的な研究は高く評価されるが、一
方で、英華字典の論述に関しては今一歩の感もなくはなく、今後の更なる研鑽が求められ
る。しかしながら博士論文としての価値は十分に備えており、よって、本論文を博士論文
として認めるものである。 
